




Endangered Dialect and Tradition in
Todohokke(2)










Endangered Dialect and Tradition in
Todohokke(2)






室工大紀要第 53 号（2003）87~97) 




島田 武*1，橋本邦彦*1，寺田昭夫*1，塩谷 亨*1 
 
 
Endangered Dialect and Tradition in Todohokke(2) 
 
 
Takeshi SHIMADA, Kunihiko HASHIMOTO, 
Akio TERADA and Toru SHIONOYA  
 
 







This article is the second report of urgent survey on the Todohokke Dialect, which is considered one 
of the endangered dialects in Japan. The present study describes phonetic properties and gives a 
presentation of vocabulary and folkloristic customs in Todohokke to preserve its linguistic features 
and other precious heritage and tradition. 
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01 タドエバ ホレ ムガシ アノ コゴサネ アノ エーガ 
    たとえば ほれ 昔   あの ここにね あの 映画 
  クルンデスヨ  エーガネ 
  がくるんですよ 映画がね 
02 ソイエバ  ハダモヂッテネ    シトリガフタリシテ 
  そういえば 旗持ちっていってね 一人か二人して 
  ハダモヅワゲナンサ     
  旗を持つわけなんですよ 
03 ノ ソイデ  ハダモッテ ムラジュ コ  アルグンダ 
  ね それで 旗を持って 村中を  こう 歩くんです 
  ヨネ ムラジューアルグワゲダ 
  よね 村中を歩くわけです 
04 デ ソイドギ    ホレ ケン ニメーダニメー サン 
  で そういうときに ほら 券を 二枚なら二枚 三枚 
  メーダサンメー ケルワゲナノセ 
  なら三枚     くれるわけなんです 
05 ﾀﾞｹﾄﾞ   サンマイモラッタラ   サンニンヨリハイレ 
   だけども （券を）三枚もらったら 三人以上は入れ 
  ネーベシ 
  ないでしょう 
06 ソイダカラ ホレ ナガマガイテ ホレ ノ ションベン 
  それだから ほら 仲間がいて ほら ね 小便をしに 
  シニデテイグインタフリコイデー ホレ ノ ウラドアゲ 
  行くようなふりをして        ほら ね 裏の戸を 
  デハ  ハイッテ マダミデデモネ        ベヅ 
  開けて 入って  また（映画を）見ていてもね 別に 
  ニマダ アノー オゴリモシネーンダヨ  ノ 
  また   あの  怒ることもしないんだよ ね 
07 タダ ソーユーノ ナンチュンガ      ノドガチュ 
  ただ そういうのを どう言ったらいいのか のどかっ 
  ンダガネ      ソーユー ヤッパリ フーシューワ 
  て言うんですかね そういう やっぱり 風習がありま 
   ｱｯﾀﾈ 
   したね 
08 コドモノゴロノアソビッテユエバネ アノー ヤッパリ 
  子供の頃の遊びっていうとね    あのう やっぱり 
  ヤマサイッテ ハダトリダノ 
  山へ行って  旗取りですね 
09 ハダトリ ハダッテ シノマルノハダトガ アノー アイ 
  旗取り  旗って  日の丸の旗だとか あのう  あ 
  ダ 
  れだ 
10 ウンダ ソンデ コッチャコレネーヨーニシテ 
  そうだ それで こっちの方へは来れないようにして 
  マー タドエバ オレダヂノバーイデアレバ トサンダ 
  まあ たとえば 私たちの場合であれば   とうさん 
  ヂノバーイデアレバ  ノ オナジサギデモ ココモト 
  たちの場合であれば ね 同じ岬でも    ここは元 
  ムラッテドゴダシ   ココカラニキロクライイッタドゴニ 
  村っていう所ですし ここから二キロメートル行った所 
    トミーラッテドゴアルンスヨ 
  に 富浦っていう所があるんですよ 
11 デ トミーラアダリモ フタテニ ヤッパリワガレデアル 
   で 富浦あたりでも 二手に  やっぱり分かれてあ 
   ワゲダベシ     マ シトブラクデアッテモネ デ 
   るわけなんでしょう ま 一部落であってもね  で 
   コッチノダンタイド コッチノダンタイド ワガレデ 
   こっちの団体と   こっちの団体と  分かれて 
   ハダトリスルワケダベシ 
   旗取りをするわけなんですよ 
12 ウン マズィネ ソイデ マダ チョンドイイノハラアル 
   うん まずね それで また ちょうどいい野原があ 
   ンダ  ミンナシテ ホレ カマモッテッテ シラツヲ 
   るんだ みんなで ほら 鎌を持っていって さら地 
   ツクッテサ  シラ シラ ノ ワガルデショ 
   をつくってさ さら さら ね わかるでしょ 
13 マー ソイデ  チョンドイーイイスアルンダベスィ 
   まあ それで ちょうどいい石があるんですよ 
   ソイデ チャントハダタデデオグワケセ 
   それで ちゃんと旗を立てておくわけです 
14 デ コッツィノダンタイワ コッツィノダンタイデモッテ 
   で こっちの団体は   こっちの団体でもって 
   モーソーユードゴデ ウンドーカイモヤルインタ 
   もうそういう所で    運動会もやってもいいよう 
   ハー 
   なんです（広さのこと） 
15 ミンナアズマッテ アレ コサウンダ    グランド 
   みんな集まって あれ こしらえるんだ グランド 
   ツクルワケヤベシ 
  つくるわけなんですよ 
16 ソイデ ホレ コッツィトソッツィノホード ノ ツカイシト 
  それで ほら こっちとそっちのほうと  の 使いの 
  リ       イタリキタリシテ   ノ デ コノー ホレ 
  者がひとり 行ったり来たりして の で このう ほら 
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ヨグケンカコグンダ  ウンダヨー 
  よく喧嘩をするんだ  そうなんですよ 
17 ソゴトーセバ ソッチノホーノハダトラレルベシ   マ 
  そこを通せば そちらの方の旗を取られるでしょう ま 
  ダ ソッチコッチトーセバ ソッチノハダトラレルベシ 
  た そちらこちらを通せば そちらの旗を取られるで 
       ノ 
  しょう  の 
18 ソイデ ホレ ヤマニイッデ ハダトリシテ  デ アソ 
  それで ほら 山に行って  旗取りをして で 遊ん 
  ンデ テンデニミヲトッテノ        ソイデ マー 
  で   好き勝手に木の実を取ってね それで まあ 
  イエサカエル マー ソーユーアソビダネ 
  家に帰る    まあ そういう遊びだね 
19 イヤベツニネーノ  
   いや別にないね 
20 マー オソラグ オラダヂワ マー ソンナモンダネ 
   まあ おそらく 私たちは  まあ そんなもんだね 
21 マー アメフバ    ジンジャサハイテノ マノリヤル 
   まあ 雨が降れば 神社に入ってね   馬乗りを 
   クライナモンデ   パッチヤルクレーナモンデ 
   やるくらいなもんで めんこをやるくらいなもんで 
22 ホトンッド イマンドコデワ 
   ほとんど いまのところでは 
23 マズ アソビーッテバ パッツィカ オミヤサイッテー  
   まず 遊びといえば めんこか  お宮に行って 
   ウマノリダノー 
   馬乗りだねえ 
24 ナンモ オナゴサー   ノー カーサンダヂモ 
   なんも 女の人たちは ねえ かあさんたちも 
   ガクセイデモ ケッコーヤッタッテ キイデダネー 
   学生でも    結構やったって  聞いていました 
                        ねえ 
25 タイソーバデ ヤスミジカンナレバネ 
   体操場で   休み時間になればね 
26 ツナガッテッテ  ウスィロカラ コッコハネデイグワゲ 
   つながっていて 後ろから こんな風にはねていく 
   ダベセ  
   わけです 
27 アスビーッテナ  ウマノルクレナモンダナ 
   遊びっていえば 馬乗りするくらいなもんですね 
   ウマノリガ パッツィガ 
   馬乗りか  めんこか 
28 ソーユーノ  ネーナー    キイダゴトネーナー 
   そういうのは ないですねえ 聞いたことがないで 
                     すねえ 
 
29 ウヂノムゴガネー  イワテケンノトーノガラキテルン 
   うちのむこがねえ  岩手県の遠野からきてるんで 
   ダワ 
   すよ 
30 マズィネ ソイデ オレモ ホレ イマユータ コー 
   まずね それで 私も  ほら いま言った こうい 
   ユーオハナシ スキナモンダカラ  ネー アノー 
   うようなお話が 好きなものですから ねえ あのう 
   ヤナギダクニオノトーノモノガダリヨンデ イッカイ 
   柳田国男の『遠野物語』を読んで     一回 
   イクセーイクセートオモッタダケヤ ネー オガノム 
   行こう行こうと思っていたら     ねえ 自分の娘 
   スメドトーノノオムゴサンド イッショニナッチマッタン 
   と遠野のむこさんとが    いっしょになったんだも 
   ドモノ マー ソレガイッテサ    ズィーブン イマ 
   の   まあ  それがいいってさ ずいぶん  いま 
   ノ カッパモノガダリダトカ イロイロナソーユーモノ 
   ね 河童物語とか      いろいろなそのような物 
   ガダリアルケド    トドホッケニワ  ソーユーモノ 
   語がありますけれど 椴法華村には そのような物 
   ガダリワ ネーナー 
   語は   ないですねえ 
31 ザシキワラシノゴト ノー ザシキワラシニナッチマウ 
   座敷童子のこと  ねえ 座敷童子になってしまう 
   ケド   キイダゴトネーナー 
   けれど 聞いたことはないですねえ 
32 ウン ソレワ アルアル 
  うん それは ありますあります 
33 チョット カーサンドハナシシテフトンズィデ コイデ 
   ちょっと かあさんと話をするのと同じで  これで 
   シントアダイデクレバナ  アノー アイダ アノー 
   ヒントを与えてくれればな あのう あれだ あのう 
   イマユートーリ アノー アガシャクノ 
   いま言う通り  あのう  （船の）水をかき出すひ 
          アガシャクフタツモッテイグンダトセー 
   しゃくをね 水をかき出すひしゃくを二つ持っていく 
           んだそうです 
 
34 アガカグ     アノシャク   アノカグヤツネ 
  水をかき出す あのひしゃく あのかき出すやつね 
35 ソイデ   コンド アノ アイダ ホレ ヤマギシノ 
   それで  今度 あの あれだ ほら 山岸の 
   ジーカラ  キイダンダイナー 
   爺さまから 聞いたんだよなあ 
36 オイダー ホレ アノ サワラッテドコデ  フナダイク 
  俺たち  ほら あの 砂原っていう所で 船大工の 
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ミナライニイッテタンダワ 
  見習いに行っていたんですよ 
37 ホイデ ソコデ ホレ ウヂデフネツクッタワゲナン 
  それで そこで ほら うちで船を作ったわけなん 
  デー 
  で 
38 デモ トドホッケマデ カレコレゴロッキロアルモンダ 
  でも  椴法華まで  かれこれ五、六キロあるもんだ 
  カラネ オナジアカシャクデモネ アノー フタツモデ 
  からね 同じひしゃくでもね    あのう 二つ持て 
  バイインダテ      シドツワ ホレ ソコヌイデ 
  ばいいんだそうです 一つは  ほら 底を抜いて 
  シドツワ   ソノー アガシャクモッテ ウン 
  もう一つは その  ひしゃくを持って うん 
39 ソイデ ホレ アガシャクカセッチュータラネ 
  それで ほら ひしゃくを貸せって言われたらね 
  ソゴヌイダヤヅカシテヤレバ  コンダミズハイネンダ 
  底を抜いた方を貸してやれば 今度は水が入ってこ 
  テ        オレダチサワラニイテ ハレ コサエ 
  ないんだって 私たちは砂原にいて ほれ （ひしゃ 
  デ         コサエダオボエアルモンシタッテ 
  くを）こしらえて こしらえたおぼえがあるから 
40 アガカグノ    フツーアガカグテーバ       
  水をかき出すの 普通水をかき出すっていえば 
  アノアイダ  ココーナッテツツイデー ココカグンダ 
  あのあれだ こうなって突っついて   ここでかき出 
  ケド       ネ シテ   ケツノホー    イダウ 
  すんだけれど ね そして （柄の）端の方で 板を 
  ダネンデヤッタモンダー 
  打たないでやったもんだ 
41 ソーユーアレワアルケドー マー オラダヂ チョクセ 
  そういうあれはあるけれど  まあ 私たちは 直接ね 
  ツネー モー オラダヂノダイワ ショーワジュー  
  え    もう  私たちの世代は 昭和十 
  モノオボエツイダノワ ジューネンカラネ ジューニサ 
  物覚えがついたのは 十年からね    十二、三年 
  ンネンナッテイグカラ タイシターマダー ネ 
  になっていくから   [話題転換]     ね 
  ドーリョクセンガネ ドンドン ホレ コーデギデルカラ 
  動力船がね    どんどん ほら こうできているから 
   マー イマンドゴデワ   ソーユーノ  キイダゴト 
  まあ  いまのところでは そういうのは 聞いたことは 
  ネーナ 
  ありませんね 
42 オレ   コネンダモナ ウヂノカーサンニイッタモン 
  わたしは この間も   うちのかあさんにも言ったん  
   
ダケドモ ナンガムカシンノオッカネーハナシダトカ 
  だけど  何か昔のこわい話だとか 
  ネ ナケバヤマカラモーコクルトガテ     ソ  
  ね 泣けば山からモーコが来るとかいった そう  
  ソイサ ツイテユグノネーカテ   カンズィ  ハナシ 
  それさ 似ている話がないかって いろいろ 話をし 
  シテダ  
  ていたんですよ 
43 ワガル ワガル オーオー 
  わかる わかる おうおう 
44 イマチョット  コーキガレデモナー 
   いまちょっと こんな風に聞かれてもなあ 
45 マー アソビダバネ アノ  イロイロアッタネ 
   まあ 遊びならね  あの  色々ありましたね 
46 マジ オレモ マッ  コゴサカイダケドネ 
  まずわたしも まっ  ここに書いておいたように 
   イマ タマイレダガッテ  ココーコーヤルンダイネ 
   いま 玉入れとかいって こうこんな風にやるんで
す 
47 アノ アイダ ケンダマ ケンダマテーノガ       
  あの あれだ けん玉  けん玉っていうのですか 
  アレネ オレラチャッコイドギ  ニツィゲツボールッテ 
  あれね 私たちが小さいときに にちげつボールと 
  ネ 
  いってね 
48 ニツィゲツボールチューンダワ   ノ ナ アレサ 
  にちげつボールっていうんですわ の ね あれは 
49 ソイカラ タケデモッテ ヨンポンツクッテサ ネ ソイ 
  それから 竹でもって  四本作ってさ    ね そ 
  デ  バットコーマグンダイナ 
  れで ばっとこんな風に撒くんですね 
50 ソスバ    ホレ アレ アノ ノ マイデ  アレ 
  そうすれば ほら あれ あの ね 撒いて あれ 
  ヨンポン コーアレシテ     コンド コッチノシトワ 
  四本を  こんな風にあれして 今度 こちらの人は 
  コゴサ タゲ コー     サンボンハイレバ コッチ 
  ここに 竹を こんな風に 三本入れば    こちら 
  ノシトガラサンボントルニイシィ ノ ソーユードギニ 
  の人から三本取れるし      ね そういうときに 
   
アノ アイダ  オレ ナンボオモイダシテモ ナガナ 
  あの あれだ 私は いくら思い出しても   なかな 
   ガダセネーンダヨナ 
  か思い出せないんだよね 
51 イチニーサンシィーッテ コーイワネーデ 
   一、二、三、四って   こんな風には言わないで 
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イツィゴノショーガラ ナット ムクレダケナンテ 
  越後の塩辛      納豆 （皮の）剥けた竹の子な 
      ズィーットノコノ アノ アソコンドコノ ニーガダ 
  んて ずうっとこの   あの あそこの所の 新潟の 
  ノネ アノ サンジョーダトカ ズィーットデデクンダヨ 
  ね  あの 三条だとか    ずうっと出てくるんです 
  ネ   
  よね 
52 ウンダ イツィゴノニーガタ サンジョトガ コーヤッテ 
  そうだ 越後の新潟     三条とか   こうやって 
  ヨ デ オイ ナンジューネンモ コレ ホレ ヤッテ 
  よ で おい 何十年も      これ ほら やって 
  ネーモンダカラネ 
  ないもんだからね 
53 アレ タゲッコアソビ アルンダワ 
  あれ 竹っこ遊びが あるんですよ 
54 キット アンタガタワ ソーユーノ ミタコトアルベモン  
  きっと あなたがたは そういうの 見たことあるはず 
      キト 
  だ  きっと 
55 コーイッテ タゲコーヤッテ コーヤッテ コーオモデ 
  こういって 竹をこうやって こうやって  こう表なら 
  ダラ オモデデタリ ウラダラ ウラデダシトガ 
     表が出たり   裏なら  裏を出した人が 
  コンド マダコーヤリニィークテ ソイデ コンド 
  今度  こうやりにいって     それで 今度 
  コレサ コンド アノ タゲ マダ コッツィマダジッパリ 
  これを 今度 あの 竹を まだ こっちはまだたくさ 
  モッテルカラ    ホイデ ミセデヤッタンダワ 
  ん持っているから それで 見せてやったもんですよ 
56 ソイデ ドッツィガコーショーハイガ アノ キマレバ 
  それで どちらかのこう勝敗が    あの 決まれば 
  イチゴノニーガタ サンジョー ムクレダケナンダトカ 
  越後の新潟    三条    （皮の）剥けた竹の子 
       コレヤッパリ   アノ トーマデアルンダワ 
  だとか これがやっぱり あの 十まであるんですよ 
  コレ 
  これが 
57 ウンダ ウンダ カゾエウタミタイナヤツ 
  そうだ そうだ 数え歌みたいなやつです 
58 ホトンドネー オソラク  シーセンゴーナッテカラ 
  ほとんどねえ おそらく 終戦後になってから 
   ホトンッド モー イマ アノ  ジジノダイドー 
  ほとんど  もう  いま あの じいさん（本人）の代と 
  ノ モ  ゼンゼーチガウカラネ モー シーセンゴデ 
  ね もう 全然違うからね     もう  終戦後に 
   
ナンモ      ホトンドーナグナッタトオナジィーモ 
  なって何もかも ほとんどなくなったのと同じようなも 
  ンダネ コレ 
  んだね これは 
59 セーカツニオワレデキテルカラ ホレ 
  生活に追われてきていますから ほら 
60 ソーダ ソーダ 
  そうだ  そうだ 
61 ホレ オライデナカッタラ コーヤッテナラベテ ホレ 
  ほら 私の家でなかったら こうやって並べて  ほら 
  ウーンウンッテ アンタ チャーントミデダノカ 
  うんうんって   あなた ちゃんと見ていたんですか 
  ソレ タイショーネンカンノ アントキ 
  それ 大正年間の      あのとき 
62 デ コイツワ アノ ウスィロノホーサ オラ エーゴヨ 
  で こいつは あの 後ろの方に   私は 英語が 
  メネエカラ   オラノ アノ エーゴガッコサイッテル 
  読めないので 私の あの 英語学校に行っている 
  ノ   ザーットヨンダキャ アノ メーズィヨンジューサ 
  のが ざっと読んだら   あの 明治四十三年の末 
  ンネンノスィエッコダッタカ ウン ソノトギダベサ 
  あたりだったか        うん その時でしょう 
63 ネ コレモ ホレ イマイッタ モノズキダカラ ホレ 
  ね これも ほら いま言った 物好きだから ほら 
  ノ ンデハ   モーイッカイネ ガッコーサモイッテキ 
  ね でそれで もう一回ね    学校へもっていきた 
  テートオモッテルンダ  
  いと思っているんだ 
64 タダ ガッコーアダリデ モノアヅベデ ネ イマユー 
  ただ 学校あたりで   ものを集めて ね いま言う 
  トーリ ウンウンタッテ      ホレ オレミテエアダ 
  通りに うんうんて言ったって ほら 私みたいに頭 
  マイーモンダワカルダデ       ミナアダマノワ 
  のいい人ならわかるでしょうけれど みんな頭の悪い 
  ルィモンバカリイダドモ チャントカイドゲバ   チョッ 
  人たちばかりだから   ちゃんと書いておけば ちょ 
  トサミレバ  セイトサン コーワガルデショ 
  っと見れば 生徒さんが こうわかるでしょ 
65 デ イヅダカ    アノ アッ キューニ ヘンナハナ 
  で いつだったか あの あっ 急に   変な話をし 
  コイダラ オゴラーレデシマウナ ソイデ アルドキ 
  たら   おこられてしまうな    それで あるとき 
   ヤヤ トーサン  イッカイガッコーサキテー シッカリ 
  やや とうさんが 一回学校へ来て      しっかり 
  オシエデケサイテー ウン コイカラデモシラベテ 
  と教えてくださいって うん これからでも調べて 
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ゼンブ アノ カイデオギマスカラテ 
  全部  あの 書いておきますからって 
66 ウウーン マズィセ 
  ううーん  まずね 
67 ダカラ トーサンガイッツモサッキモ アンタガダニ 
  だから とうさんがいつでもさっきも  あなたたちに 
  チョットユッテヤケドネ モノダイズィニセーツユーヨリ 
  少し言ってやるけどね ものを大事にしなさいって言 
  モネ    コノヨーニシテコドモマゴサ ネ モノデ 
  うよりもね このようにして子供や孫に  ね もので 
  モッテオシーデイガデキャナラナイッテゴドサ 
  もって教えていかなければならないっていうことです 
  ネ ワガルデショ 














































































































(3) km（君） ns（西） kta（北） 




















節頭に生じている/i/と、/e/を 10 例ずつ選択した。 







この音声を Syntrillium 社製 Cool Edit 2000 を用
いてサンプリング周波数 8000Hz にダウンサンプリ
ングし、それをＮＴＴアドバンテストテクノロジ社







表１：音節頭の/i/の F1 と F2 の値 
 F1 F2 
i_i_ttari 350 2127 
i_i_ma 365 2223 
i_soide 340 1604 
i_zu_i_bun 341 1902 
i_i_shi 415 2356 
i_ish_i_ 435 1662 
i_ii13 375 1941 
i_danta_i_ 502 1788 
i_ima 341 2247 
i_iwate 314 2354 
 
表２：/e/の F1 と F2 の値 
 
 
 F1 F2 
e_k_e_n 404 2435 
e_nim_ee_ 365 2094 
e_ee_ga 330 2306 
e_tatoeba 428 1568 
e_kurundesu 310 2325 
e_kokosane 391 2136 
e_motte 341 1930 
e_dayone 317 2338 
e_kenka 321 2024 
e_hore 452 1886 
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表４：音節頭以外の/i/の F1 および F2 の平均値 
 



































 F1 F2 
音節頭の/i/ 377 2020 
/e/ 365 2104 
 F1 F2 
音節頭以外の/i/   322  1624 
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01 tatoeba hoe mkai kokosane ano ea 
 kndesjo eane 
02 soieba hata modittene sitoika taisite hata 
 mots akenansa 
03 no soide hatao motte mad ko  
akndajone mad akakeda 
04 de soitokini hoe kee nimeda nime  
samme da samme keakenanose 
05 dakedo samai moataa sannijoi  
haianebesejo 
06 soi hoikoso nakamaaite hoe no obe  
iniikinta ikoite hoe no ado aketeha 
haitte mata mitetemone betsni mata ano  
okoimo sinendajono 
07 tada sojno nantka nodokatndakane 
soj jappai a attane 
08 kodomonokoono asobtte jebane ano  
jappai jamasa itte hatatoidano 
09 hatatoi hatatte inomano hatatoka ano aida 
10 da sode kotta koenejoniite ma tatoeba  
oetatino baideaeba tosantatino baideaebano 
onadisakidemo koko motomattetoko dai  
korekaa nikiokai ittatokoni tomijattetoko 
adsjo 
11 de tomijaataimo tateni akaete  
aakedabesi  
12  madzine soide mada tondo i nohaa anda 
minnasite hoe kamamottette iatsio tskttes
a 
ia ia no wakadeo 
13 ma soitokoonia tondo i isi andabesi soide  
tanto hata tateteokakesa 
14 de kottsino dantaia kottsino dantaidemotte  
mo sojtokode mata ndokai jaintaha 
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15 minna atsmatte ae kosanda ando 
tsk akejabesi 
16 soide hoe kottsito sottsino hoto no tskai  
sitoi itai kitai site no de kono hoe jok  
kenka kokndadajo 
17 soko toseba sottsino hono hata toaebesi mata 
sottsi kottsi toseba sottsino hata toaebasi no 
18 soide hoe jamani ite hatatoi site de asonde  
tendeni mio totte no soide ma jesa kae ma  
soj asobidane 
19 ija betsni neno 
20 ma osoak oatatsia ma sona modane 
21 ma ame ba dzindasa haiteno manoi ja  
krena monde 
22 hotodo imantokodea 
23 madzi asobiteba pattsika omiyasa itte  
manoidano 
24 nammo onaosa no kasantatsimo aksedemo  
kekko jattatte kitetane 
25 taisobade jasmidzikannaebane 
26 tsnaattette siokaa kokko 
 haneteikakedabesi 
27 asbitena manoka kena mondana  
manoika pattsika 
28 sojno nena kitakoto nena 
29 tsino mkoane iatekeno tonokaa  
kitendaa 
30 madzine soide oemo hoe ima jta koj 
ohanasiskidamondakaa ne ano janaida 
kniono tonomonoatai jonde ikkai ikse 
ikse to omotta dakkja ne oano msmeto 
tonono mkosanto ioni nattsimattandamono 
ma soea ittesa dzib imano  
kappamonoatai datoka ioiona soj  
monoatai akedo todohokkenia soj  
monoataia nena 
31 dzasikiaasino koto no dzasikiaasini 
nattsimakedo kitakoto nena 
32  soea aa 
33 toto kasanto hanasi site ftondzite koide into  
ataete kebana ano aida ano ima jtoi  
akaakno ano akaakno ftats 
motteikndatose 
34 akakak ano ak ano kakjatsne 
35 soide kondo no aeda hoe jamaisino dzikaa  
kitandaina 
36 oida hoe ano saaatte tokode fnadek  
minaaini ttetandaa 
37 hoide sokode hoe tside fne tsktta  
akenande 
38 demo todohokkemade kaekoe ookkio  
amondakaa ne onadzi akaak demone 
ano ftats moteba indate itotsa hoe soko 
nite itotsa sono akaak motte  
39 soide hoe akaak kasettjtaane soko  
nitajats kasitejaeba konda midz hainendate  
oetatsi saaani ite hoe kosaete kosaeta oboe  
amo sitatte 
40 aka kakno fts aka kakteba ano aida ko ko 
natte tsttsite koko kakndakedo ne site  
ketsnohoita tanende jatta moda 
41 soj aea akedo ma oatatsi toksetsne 
mo oatatsino daia oa d monooboe  
tsitanoa dnenkaane dnisannen  
natteikkaataisita ne dojokseane dondon  
hoe ko detekitekaa ma imantokodea  
sojno kitakotonena 
42 oe konedamona tsino kasanni itta 
mondakedomo naka mkasino okkane  
hanasidatokane nakeba jamakaa moko  
ktokate so soitsa tsitejkno nekate  
kadzide hanasitejandaa 
43 aka aka oo 
44 ima totto ko kikaetemona 
45 ma asobidabane ano ioio attane 
46 madzi oemo ma kokosa kaitakedone ima  
tamaiedakatte ko koko jandaine 
47 ano aida kendama kendamatenoa aene 
oa takkoi toki nitsietsbotte ne 
48 nitsietsbottandaa no na aesa 
49 soikaa takedemotte jompo tskttesa ne soide 
batto ko makndaina 
50 sosba hoe ano ano no maite ae jompo ko ae 
site kondo kottsino itoa kokosa take ko  
sambo haieba kottsino itokaa sambo  
tonii no soj tokini ano aida oe nambo  
omoidasitemo nakanaka dasenendajena 
51 itsi ni sa sitte ko ianede itsiono okaa  
natto mketake nante dzitto kono ano  
asokontokono niatano ne ano sanjo datoka  
dzitto detekndajone 
52 da itsiono niata sanjotoka kojatte jo de oi  
nandnemo koe hoe jattenemondakaane 
53 ae takeno ko asobi andaa 
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54 kitto antaataa sojno mitakotoabeomo 
kito 
55 koitte take kojatte ko omotedaa omote detai 
adaa a deta itoa kondo mata ko  
jainikte soide kondo koesa kondo ano take  
mata kottsi mada dzippai mottekaa hoide 
misetejattandaa 
56 soide dottsika ko ohaia ano kimaeba itsiono 
niata sanjo mkedake nanda toka koe  
jappai ano tomade andaa koe 
57 da da kadzoetamitaina jats 
58 hotondone osoak senonattekaa  
hottondo mo ima ano didino daito no mo  
dzedze tsiakaane mo seode nammo  
hotondo naknattato onadi modane koe 
59 sekatsni oaetekite kaa hoe 
60 soda soda 
61 hoe oa edenakattaa kojatte naabete hoe   
tte anta tanto mitetanoka soe  
taionekanno antoki 
62 de koitsa ano sionohosa oa eo  
jomenekaa oano ao eoakkosa itteno  
dzatto jondakkja ano medzi jondsannenno  
sekkodattaka m sono tokidabesa 
63 ne koemo hoe imaitta monodzkidakaa hoe  
no dea mo ikkaine akkosamo ittekiteto  
omottenda 
64 tada akko ataide mono atsbete ne ima jtoi 
 tatte hoe oemite atama imoda  
akadade mina atamano ai mombakai  
itadomo tanto kaitokeba tottosa mieba seitosa 
ko akadeo 
65 de itsdaka ano a kjni henna hanasi koitaa 
 okoa ete simana soide atoki jaja tosa 
 ikkaiakkosa kite sikkai osietekesaite m  
koekaademo siabete dzeb ano  
kaiteokimaskaate 
66  madzise 
67 dakaa tosaa ittsmo sakkimo antaatani  
jtte jakkedo mono daidzini settsjoimo ne  
konojonisite kodomo maosa ne monodemotte 
osite ikanekjanaanaittekotosa ne akadeo 
 
 
 
 
 
以下に表１と表２で用いた単語のリストを挙げる。
実際に分析した母音は表中のアンダーバーで挟まれ
たものである。 
 
表１ 
  
i_i_ttari 言ったり 
i_i_ma 今 
i_so_i_de そいで（＝それで） 
i_zu_i_bun ずいぶん 
i_i_shi 石 
i_ish_i_ 石 
i_ii_13 良い（いい） 
i_danta_i_ 団体 
i_i_ma 今 
i_i_wate 岩手 
（表中に「今」と「石」が二度出ているが別の発話
である。） 
 
表２ 
 F1 
e_k_e_n 券 
e_nim_ee_ 二枚（にめえ） 
e_ee_ga 映画 
e_tatoeba たとえば 
e_kurundesu 来るんです 
e_kokosane ここさね（＝ここへね）
e_motte 持って 
e_dayone だよね 
e_kenka 喧嘩 
e_hore ほれ 
 
